
  

 

2025 年 11 月 20 日、敬宮愛子内親王が訪問されました 

ータリークラブとの共同事業を行っています。「希望のつ
ばさプロジェクト」は、経済的に困窮している家庭や子供
たちへ継続的に手を差し伸べていく素晴らしいプロジェク
トだと思いましたので、皆さんもご一読ください。 
【縦組】 
P.2 登校支援について。P.2 後半に増え続ける不登校人口、
23 年度の不登校の人口が 34 万 6500 人、前年比で 5 万人の
増加、コロナ流行以前も毎年１～2 万人が増加していると
のことです。ぜひ皆様もご一読ください。 

 
 
 
 
 
 
 
進行 
国際奉仕委員会 委員長 松本 有祐 
ラオ・フレンズ小児病院はラオスの
ルアンパバーンにあります。ルアン
パバーンは、古都、京都のようで
す。この病院は、寄付だけで運営さ
れていて、無料で診察しています。
昨年、10 周記念で、小林 又次郎直前
会長と岡部 勉直前幹事と共に訪れま
した。 
この病院への奉仕事業は 15 年以上前から続いていま
す。髙橋 誠一パスト会長が始められた案件です。 
ご挨拶 
パスト会長 高橋 誠一 
赤尾さんとの出会いは病院を始めら
れる５～６年前。カンボジアの病院
でのことでした。その前に、テレビ
で見たのですが「日本人でこんなに
がんばっている人がいる」と感銘を
受け、テレビ局に連絡して連絡先を
聞き、自分からコンタクトを取りました。 
何かお手伝いできることはありますかと尋ねました。
その後、ラオスに病院を始める際に、建築費や車
（4WD トヨタハイラックス）などを寄付しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
フレンズ・ウィズアウト・ア・ボーダー・JAPAN 
代表理事 赤尾 和美様 
オンラインで卓話 

いただきました 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
会長 横溝 一樹 
「赤尾代表、本日はありがとうございました。日本にい
ては伝わらない過酷な状況がわかりました。会員の皆様
にも伝わったと思います」 
 
 
 
 
 

■副 SAA   

吉田 浩二 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
■出席委員会 副委員長 
 永井 伸剛 
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・進行は 
副 SAA  
田口 修身が 
務めました 

卓 話 


